
【2022年度実績】
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氏名 若林チヒロ 部署 健康開発学科 職名 教授

社会・環境と健康　公衆衛生学

第20章国際保健
共著 あり 医歯薬出版、P185-194

若林チヒロ著、柳川洋・尾島俊之

編
2023.2

経歴
1999年埼玉県立大学保健医療福祉学部社会福祉学科助手、2005年健康開発学科健康行動科学専攻講師、2011年同准教

授・2017年同教授

所属学会（役職） 日本公衆衛生学会、日本エイズ学会、日本疫学会、日本保健医療社会学会、日本社会福祉学会、日本アフリカ学会

１．研究業績

（１）著作

研究分野 生活科学、健康社会学

学位 修士（家政学）

学歴 1988年お茶の水女子大学卒業、1991年お茶の水女子大学院修士修了

公衆衛生マニュアル2022

第13章健康づくり
共著 あり 南山堂、P143-161

若林チヒロ著、中村好一・佐伯圭

吾編
2022.4

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

（２）論文

論文の名称 単・共 査読 IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ 著者、編者名 発表等年月

公衆衛生マニュアル2022

統計資料
共著 あり 南山堂、P275-287

若林チヒロ著、中村好一・佐伯圭

吾編
2022.4

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

該当なし

該当なし

２．競争的資金等の研究

（４）その他

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

該当なし

健康行動科学入門Ⅱ 〇 5 2年次の専門必修.  健康行動科学の専門と社会活動

健康科学３（健康社会論） 〇 15 2年次の専門必修.  社会的健康、健康と社会とのかかわり

健康行動科学入門Ⅰ 1 1年次の専門必修.  健康行動科学の専門領域と自身の専門紹介

健康情報リテラシー１ 〇 15 1年次の専門必修.  情報の収集と提供の基礎

リプロダクティブライツと看護 1 看護学科の専門選択科目にて１コマ担当

健康福祉社会調査論 〇 9 大学院の専門選択科目. 履修者の研究テーマに沿って講義

多文化社会と生活 〇 15 3年次の専門必修.  多様な文化社会的背景と健康

ヒューマンケア論 1 全学部１年生の必修科目にて本専攻の説明

専門ゼミⅡ 15 3年次の専門必修.  ゼミ、ディスカッション

卒業研究 30 学部の卒論指導

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

専門ゼミⅠ 15 3年次の専門必修.  ゼミ、ディスカッション

健康福祉科学演習(ライフスタイル) 〇 15 大学院の専門選択科目

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

IPW実習 リモート15コマ 健康行動科学専攻の科目担当者
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卒業論文 2022.4-2023.3 主指導 5名 副指導 名

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

修士論文 2022.4-2023.3 主指導（指導教員） 1名 副指導（指導補助教員） 名

該当なし

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

該当なし

日本家族計画協会倫理審査委員会 研究倫理審査委員（心理社会領域） 2022.4-2023.3

さいたま市 国民健康保険運営協議会委員 2022.4-2023.3

５．学内運営

項目 内容 期間

学科等における委員会等 健康行動科学専攻専攻長 2019.4-2023.3

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし

オープンカレッジ

中国の公衆衛生に関する公開講座の開催担当。「中国の感染症の状況と対策：

Challenges, prevention and control strategies of infectious diseases in

China」講師：王培玉北京大学教授

2022.11

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

全学的委員会及びセンター業務等 国際交流委員会委員 2022.4-2023.3

大学広報活動、交流活動 オープンキャンパス、高校説明会、後援会、卒業生対象広報担当、等々 2022.4-2023.3

該当なし

８．特記事項

該当なし

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月


